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本年５月１日より元号が平成から令和となり、新しい時
代を迎えました。私も平成 23年９月に初当選させて
いただいてから２期目７年９か月が過ぎました。この間、
一般質問に９回登壇させていただき、『現場の声を県
政に伝える』役割を果たしてまいりました。また、議
会における役割において、総務委員会委員長の重責
を担わせていただき、貴重な経験を積んでおります。
２月定例会において、10年後の岩手県を創るための
「いわて県民計画（2019-2028）」が議決されまし
た。その初年度となる2019 年度の予算を審査する
予算特別委員会委員長に選出され、慎重審査の上で
原案を可とする委員長報告が本会議で可決されまし
た。時代の変わり目である時期に重要な役割を
果たすことが出来ましたのは、皆様からのご
支援によるものであり、衷心より感謝申
し上げます。ありがとうございます。
２期目の活動も９月10日の任期満了
日まであと約３か月となりました。これ
までの取り組み経過を報告するととも
に、次の世代につながる取り組みを継続
するため、精進努力する所存であります。

軽石よしのり　生年月日：昭和35年8月27日
議会役職：平成29年9月より総務委員会委員長／議会運営委員会委員／
岩手県社会福祉審議会委員／産業振興・働き方改革調査特別委員会委員／
議会改革推進会議構成員／東日本大震災津波復興特別委員会委員

プロフィール

新しい時代、平成から
令和につなぐこと



12月5日（水）、一般質問に登壇いたしました。

2018 年 12 月定例会での質問（概要）です！
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2018年9月定例会  
決算特別委員会質疑概要（2018.9.13～10.15）

■ 保健福祉部（10月5日）
● 障害者就業・生活支援センターの現状
について

● ふれあいランド岩手管理運営費について

■ 商工観光労働部（10月8日）
● いわて働き方改革等推進事業費について

■ 環境生活部（10月９日）
● 消費者行政推進費の関係について

■ 文化スポーツ部（10月10日）
● 盛岡マチナカパスリレーの所感について
● 施設整備費関連について

■ 農林水産部（10月11日）
● 馬事文化プロモーション推進事業費に
ついて

■ 県土整備部（10月12日）
● 外航クルーズ船誘致事業費について
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※これら質疑内容の詳細については事務所までお問合せください。



● この計画は、東日本大震災津波からの復旧・復興の取組の中で、学び、培っ
た経験を生かすものとする。

● この計画のもと、引き続き復興に取り組み、一日も早い安全の確保、暮らし
の再建、なりわいの再生を目指すとともに、東日本大震災津波の教訓を未来
に向けて伝承・発信していく。

● また、復興の実践で培われた一人ひとりの幸福を守り育てる姿勢を復興のみ
ならず、県政全般に広げ、県民相互に、さらには、岩手県と関わりのある人々
がお互いに幸福を守り育てる岩手を実現する。

● そのような岩手が、全ての県民が希望を持つことのできる「希望郷いわて」になる。

● 県民一人ひとりがお互いに支えながら、幸福を追求し
ていくことができる地域社会の実現を目指し、幸福を
守り育てるための取組を進めること

● 地域社会を構成するあらゆる主体が、それぞれ主体
性を持ち、共に支え合いながら岩手県の将来像を描
き、その実現に向けてみんなで行動していくこと

● 社会的に弱い立場にある方々が孤立することのない
ように、社会的包摂（ソーシャル・インクルージョン）
の観点に立った取組を進めること

『新時代スタートダッシュ予算』
～「いわて県民計画（2019～2028）」のもと、岩手の未来を切り拓くため、目標に向かってスタートダッシュする予算～

【震災分】
● 復旧・復興事業の進捗に伴い、漁港災害復旧事業費が 187 億円

増加した一方、道路や災害公営住宅等の普通建設事業費が 225
億円減少したことなどにより、全体で 155 億円減少しています。

【通常分】
● 義務的経費は、公債費の減等により、70 億円減少しています。

いわて県民計画（2019〜2028）の概要

2019年度　岩手県一般会計当初予算のポイント

長期ビジョン

計画の理念 考え方

東日本大震災津波の経験に基づき、引き続き復興に取り組みながら、
お互いに幸福を守り育てる希望郷いわて基本目標

長期的な岩手県の将来を展望し、県民みんなで目指す将来像と、その実現に向けて取り組む政策の基
本方向を明らかにするもの［実施期間：2019 年度から 2028 年度までの 10 箇年］

●「いわて県民計画（2019 ～ 2028）」のもと、東日本大震災津波
からの復興と平成 28 年台風第 10 号災害からの復旧・復興に最
優先で取り組むとともに、本計画に掲げる、県民みんなで目指す
将来像の実現に向けた取組を着実に推進

● 生涯を通じた健康づくりや結婚・家庭・子育てに希望を持てる環
境づくりなど、保健・医療・福祉の充実の取組
〇自動車・半導体関連産業の集積や県内への就業の促進、先端

技術の活用による農林水産業の生産性向上など、産業振興を
図る取組

〇移住・定住の促進、魅力あるふるさとづくり、文化芸術・スポー
ツの振興など、ふるさと振興を図る取組

〇河川、砂防等の防災・減災対策、国土強靱化対策、産業振興
や交流を支える道路整備など、社会基盤の整備・強化の取組

● 三陸防災復興プロジェクト2019やラグビーワールドカップ2019ＴＭ

など、大震災津波の教訓や復興の姿を国内外に発信する取組を推進

● ILC プロジェクトをはじめとする「新しい時代を切り拓くプロジェク
ト」を戦略的、積極的に推進

● 中期財政見通しや公債費負担適正化計画を踏まえ財政健全化に
も配慮

当初予算の規模
H31年度 H30年度 増減額 増減率

総　額 （億円） （億円） （億円） （％）

9,355 9,533 △178 △1.9　
震災分 2,694 2,849 △155 △5.4
通常分 6,661 6,684 △24 △0.4

※震災分は、復旧・復興事業の進捗に伴い、４年連続で減少。
※国の補正予算に呼応して編成する平成 30 年度 2 月補正予算と一体的に県内

経済の活性化を推進。

歳入予算の状況 歳出予算の状況

【震災分】
● 復旧・復興事業の進捗に伴い、震災復興特別交付税や基金繰入

金等の財源が減少しています。
【通常分】

● 県税は、法人事業税等の伸びにより、31 億円増加しています。
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９月に開催されるラグビーワールドカップを盛り上
げる、県内版マチナカパスリレーの第１回目が、矢
巾町からスタートしました。徳丹城春まつりに参加
された皆さんと一緒にパスを繋ぎました。これから
９月まで、県内各市町村にボールがリレーされ、釜
石で知事がトライする予定です。
�
釜石鵜住居復興スタジアム�公式ホームページ
https://kamaishi-stadium.jp/

 @Kamaishistadium　 @kama_stadium 

ご意見・ご要望を
お聞かせくださいある日の軽石よしのり

釜石大会への道ROAD to KAMAISHI 2019 

FAX、公式サイトからのフォームで
ご意見・ご要望を受け付けております。
お気軽にお寄せください。

FAX 019- 622- 6537
TEL 019- 624 - 6116

http://karunet.jp
軽石よしのり 検�索

平成最後の盛岡市消防演習
にて県議会議員を代表して
祝辞を述べさせていただき
ました。災害の無い新しい
時代を祈念いたしました。

盛岡市消防演習に
て祝辞を述べさせ
ていただきました。
2019.4.30（火・祝）

facebookの
投稿より

活動の一部を写真で紹介します。

岩手医大附属病院移転現地調査盛岡短大跡地現地調査

次期総合計画調査特別委員会質疑

盛岡バスセンター跡地現地調査

予算特別委員会委員長就任（2019年 2月）階代議士と国への要望

軽石義則の最新情報はSNSでも！

@Yoshinori Karuishi
@karuishi_y

Facebook Twitter

岩手県内へのパスリレーが始まりました




